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妻鹿公民館だより            
〒672-8031  姫路市飾磨区妻鹿１７０－６             

  電話・ＦＡＸ（０７９）２４５－６８４６                                  
公民館事務室受付時間：９：００～１７：００（月曜日休館） 

 
 新年あけましておめでとうございます。心穏やかに元旦を迎えられたでしょうか。 

 厚生労働省によると、１００才以上の方が昨年の敬老の日現在９万２１３９人おられるそ 

うです。都道府県数で割ると、平均１県あたり１９６０人という数字になります。 

 健康長寿をめざし、本年も元気に過ごしていきたいものです。 

 
教養講座・地域講座・公民館主催講座他案内 

日  時 内    容 講 師など 参 加 対 象 

１月１１日（木） 

12:30～13:30 
教養講座 

「冬を元気に過ごそう」 
飾磨包括支援センター 

・どなたでも参加でき

ます 
１月２０日（土） 

10：00～12：30 
男性料理教室「家庭の料理」 

塚原優子先生 

（栄養士） 
・事前申込者 

１月２７日（土） 

10：00～11：30 
第５回歴史講座 「光源氏の

モデルといわれる在原業平」 

菅原美文先生 

（歴史研究家） 

・どなたでも参加でき

ます 
※「いきいき百歳体操」は１月４、１８、２５日 木曜日の９時４０分からです。 

※上記のほかに※「古文書に親しむ会」を館長主催で月 2回実施しています。（希望者は公民館まで） 

 

しの笛コンサートの案内 
しの笛の演奏家を招きました。春を呼ぶしの笛の音色に浸りましょう！ 

○演奏者 しの笛奏者 岩城琢也氏 無 料 募集開始 1月 16日（火）より 

〇日時 2月 1８日（日）午後 2時開演  〇場所 妻鹿公民館 

〇対象 小学校１年生以上 先着７０名 妻鹿公民館へ電話等で申し込む 

 

社会福祉協議会妻鹿支部（民生委員・児童委員）より  
①ふれあい給食 １月１１日（木）１２時～ 12時 30分より「教養講座」開催 

「教養講座」は給食会に参加されない方も自由に受講できます    

② ふれあいサロン「めが」１月１７日（水）１０：００～１２：００ 

＊どなたでも参加できます。参加費 100円。時間内出入り自由。 

③ 「てーてって 自由広場」 １月１７日（水）１０：００～１１：３０  

   ＊子育て中の親子が気軽に利用できる広場です。無料・申し込み不要。 

④ 子育て支援事業「めが てーてって」１月２４日（水）１０：００～１１：３０ 

＊就学前の幼児と保護者が対象です。無料・申し込み不要 

 

 

 

 

 

 

矢印の方向に二字

熟語になるように 

中心の〇に漢字を

入れましょう。 

 

 

 

 

  

 

外 

非 

日 

犬 

しの笛の演奏（昨年） 

マッチ棒を１本移動して、等

式を成り立たせてください。 



来年度の地域講座募集案内  

¶女性料理教室・男性料理教室   新メンバーを大募集中！！ 

 〇 開催日 女性（８回） 4/13 5/11 7/13 9/14 10/19 11/9 12/14 2/8 (すべて土曜日) 

       男性（５回） 4/6 6/1 8/3 11/2 2/1 (すべて土曜日) 

〇 時間・費用  １０：００～１２：３０ ６００円（材料費） 

 〇 募集人員  男性１０人  女性１２人 （先着順）  

 〇 問合せおよび申込み 3 月 24 日までに公民館へ直接、または電話・ファックスでお願いします。 

¶子や孫と楽しく作るクッキング     先着順とします  

〇 開催曜日・時間等 年間５回 6/2  7/21  10/27  12/22  3/9 (すべて日曜日） 

１０：００～１２：３０   受講無料、材料費 1 人 700 円のみ徴収 

〇 募集人員 来年度小学校３年～６年の「親子」「祖父母と孫」６組 

〇 問合せおよび申込み 3 月 24 日までに公民館へ直接、または電話・ファックスでお願いします。 

 

 

 

 

 

町内を巡ると、建物や塀を装飾するさまざまな細工を見つけることができます。１２月号では、

左官職人の技であるこて絵をとりあげました。今回は、屋根や塀を飾る瓦を探したいと思います。 

妻鹿町内には写真にあるようなさまざまな

飾り瓦をみることができます。 

これら飾り瓦にはどのような意味があるの

でしょうか。それは、家に降りかかる災いや厄

を除けて家内の繁栄を願うものだということ

です。 

写真にある鯉は、水に関するものを載せる

ことによって火から家を守る火事除けの願が

込められているそうです。立浪の飾り瓦も同様です。 

 

家内繁栄を願う七福神も見られます。また、

獅子に龍、鷹や鷲が塀の上

で睨みを利かせている家

もあります。 

魔除けの鬼瓦にはさま

ざまなタイプがあります

が、特に寺院の鬼瓦は立派です。西楽寺には、写真のような鬼瓦が門前に飾ら

れています。飾り瓦を探しに町内の路地を巡ってみてはいかがでしょう。 

 

 

                                               

 

                   漢字：番 

1529 MEGA
メ ガ

 H z
ヘルツ

 妻鹿に見る職人技Ⅱ 「飾り瓦」 

講師が丁寧に教えてくれるので初

心者も安心して参加できます。 

頭の体操答え 


